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金沢大学植物園および周辺部における
ハキリバチ科ハナバチ16種の訪花植物
ならびに同所のフラワーカレンダー
根 来 尚＊
Hisashi　NEGoRo＊：Floral　Records　of　Sixteen　Species　of　Megachilid　Bees
　　　　　　at　the　Botanical　Garden　of　Kanazawa　University
　　　　and　Surroundings，　with　a　Flower　Calendar　of　the　Site．
　　　　　　　　　　　　　　　　は　じ　め　に
　ハナバチ類の訪花性については，宮本（1959等）による一連の報告以来，各地でのハ
ナバチ相調査に伴う報告（福田他，1973；MATsuuRA　et　al．，1974；坂上他，1974；山
内他，1974；幾留，1978等）がなされている。ハキリバチ科のハナバチの訪花について
は，宮本（1961）幾留（1979）の報告の他，多田内（1987）にも多数の訪花記録が挙げ
られている。
　筆者は1975年に金沢大学植物園を主として，金沢大学構内でハナバチ類の種構成，各
種の相対頻度，季節消長および訪花性について調査を行い，その概要について報告した
（根来，1980）が，各種の訪花植物については少数の種について述べたにすぎなかった。
　本報告では上記調査結果のうちハキリバチ科16種の訪花植物を報告し，あわせて調査
地のフラワーカレンダーを示して，訪花性研究のための一資料としたい。
　調査方法および調査地の概況については前報（根来，1980）に詳しく述べておいたの
で，ここでは省略したい。
　本文に先だち，発表の機会を与えてくださった金沢大学理学部付属植物園園長　里見
信生教授に御礼申し上げる。
　　　　　　　　　　　　　　　　調　査　結　果
　以下，ハキリバチ科ハナバチの各種ごとに訪花植物名とその花上で採集した日・月お
よび個体数を示す。採集年は全て1975年であるので省略する。各種の総個体数は前報で
の個体数よりは少ないが，それは飛翔中採集の個体が相当数あるからである。
　　　　　　　　　　　　　　　C吻1‘co40勿α属
1．Cs〆∬〃α（CocKERELL）ヒメハキリバチ　1♂2♀♀
＊富山市科学文化センター　Toyama　Science　Museum
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ハギ：10－IX，2♀♀．
ヒメジョオン：20－VI，1♂．
　　　　　　　　　　　　　　　　磁9αc万彪属
2．ルf〃obθ〃s‘s　CocKERELLキヌゲ’ハキリバチ　3♂♂23♀♀
　シロツメクサ：20－VI，1♂；9－W，6♀♀；20－W，1♂2♀♀；1一珊，5♀
　♀；20－m，1♂．
　アカツメクサ：9－W，2♀♀；20－W，2♀♀；1－m，2♀♀．
　ミヤコグサ：1－W，2♀♀；9－W，1♀．
　キツネノマゴ：10－IX，1♀．
3．Msμbα1bμ沈YAsuMATsuヒメツツハキリバチ　1♂
　キツネノマゴ：10－D（，1♂．
4．M♪∫ε〃40勿oτ‘co／αHEDIcKEクズハキリバチ　7♂♂6♀♀
　クズ：10一皿，6♂♂3♀♀；20－m，1♂3♀♀．
5．、M吻勿〃‘s　SMITHスミスハキリバチ　1♂
　クズ：20－V皿，1♂．
6．M励11〃g励‘θ〃α〃2〃ηα〃ατα‘HIRAsHIMA　et　MAETAムナカタハキリバチ　33♂♂
　シロツメクサ：30－V，3♂♂；9－VI，8♂♂；20－VI，10♂♂；1－W，6♂♂；
　9－V旺，1♂．
　アカツメクサ：1－W，2♂♂．
　オヘビイチゴ：9－VI，1♂．
　ヒメジョオン：1－V皿，1♂．
　イホタ：20－VI，　1♂．
7．M∫μ〃2i20〃2θHIR盤HIMA　et　MAETAスミゾメハキリバチ　15♀♀
　シロツメグサ：20－VI，2♀♀；1－W，4♀♀；9－W，4♀♀．
　ミヤコグサ：9－VI，1♀．
　ハマナス：9－VI，2♀♀．
　アジサイ：20－VI，3♀♀．
　ヒメジョオン：20－VI，3♀♀．
8．ルZ元α1）o〃‘砲ALFKENヤマトハキリバチ　3♂♂
　オドリコソウ：2－V，3♂♂．
9．M批ρρo批cαCocKERELLバラハキリバチ1♂1♀
　ヒメジョオン：20－VI，1♂．
　ムラサキツユクサ：1－W，1♀．
10．ル『τsμγμg％sis　CocKERELLバラハキリバチモドキ　25♂♂6♀♀．
　ノ＼ギ：1－IX，　1♂；10－IX，　3♂♂1♀；20－D【，　1♂．
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　キツネノマゴ：1－D【，8♂♂；10－D【，2♂♂；20－IX，1♂．
　オオアワダチソウ：1－W，1♀；9－W，1♀．
　イノコズチ：10－D（，2♂♂2♀♀；20－IX，6♂♂1♀．
　ヤブガラシ：1－D【，1♂．
11．MWsμ勿ατ協HIRAsHIMAヤスマツハキリバチ　1♂
　シロツメクサ：20－W，1♂．
　　　　　　　　　　　　　　　　0∫〃泌属
12．σcoγκφo〃s（RADoszKowsKI）マメコバチ2♂♂4♀♀．
　モミジイチゴ：2－V，1♀；11－V，1♂1♀；22－V，1♀．
　クサイチゴ：2－V，1♂1♀．
　ウマノアシガタ：2－V，1♀．
13．σ沈μ％∫（SMITH）ツツハナバチ1♂4♀♀
　スイカズラ：22－V，1♂2♀♀；30－V，1♀．
　ウマノアシガタ：2－V，1♀．
　　　　　　　　　　　　　　　Coε∬幼s属
14Cッα〃o〃‘s　MATsuMuRAヤノトガリハナバチ　15♂♂2♀♀
　オオハンゴンソウ：1－W，3♂♂；10－V皿，5♂♂1♀；20－V皿，1♂．
　キッネノマゴ：20一皿，1♂；1－D（，1♂1♀’
　ヒメジョオン：10－V皿，1♂．
　オカトラノオ：10－V皿，1♂．
　ニガクサ：20ごm，2♂♂．
15．　Csp．　1　　1♂
　キツネノマゴ：1－IX，1♂．
　　　　　　　　　　　　　　　　Eμosρ‘s属
16．E．　bα∫α／ゴs　RITSEMAハラアカハキリバチヤドリ　4♂♂
　オオアワダチソウ：20－W，1♂．
　ヒメジョオン：20－vn，1♂．
　オオハンゴンソウ：1－VI皿，2♂♂．
　訪花性に関して述べるには，各種とも調査個体数が少なすぎ困難である。ただ，ハキ
リバチ科では一般にマメ科植物への訪花が多いと言われるが，種によって他の科への訪
花が多く見られるものも存在すること，マメ科植物への訪花が多い種でも種により訪花
植物に差が在ることが見てとれる。
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図1．金沢大学植物園およびその周辺部のフラワーカレンダー
　　　　帯の太さは相対的な開花量を示す。
　　　　主な開花植物は［コで囲んだ。
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　　　　　　　　　　　　　　　フラワーカレンダー
　金沢大学植物園内の植物やそれをふくむ大学構内の植物については，里見（1957）や
清水他（1977）の報告があるが，それらはリストのみであり，花季やその量を示したも
のは無かった。
　筆者は1975年に実施したハナバチ類調査時にあわせて調査地の開花植物の被度や開花
程度の記録もしておいたので，それを基にフラワーカレンダーを作成した。
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